
　
折
尾
地
区
自
治
区
会
連
合

会
（
桑
原
一
夫
会
長
・
梶
原

静
夫
事
務
局
長
）
定
例
会
が
、

９
月
17
日
と
10
月
22
日
、
折

尾
東
市
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
八
幡
西
区
自
治
総
連
理

事
会
報
告
等
が
行
わ
れ
た
。

●
相
続
登
記
が
義
務
化

　
不
動
産
を
相
続
し
た
こ
と

を
知
っ
た
日
か
ら
３
年
以
内

に
相
続
登
記
す
る
こ
と
が
、

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
義

　
９
月
14
日
、
Ｊ
Ｒ
折
尾
駅

周
辺
で
地
元
の
大
学
生
や
商

店
主
ら
で
作
る
実
行
委
員
会

（
春
木
聡
委
員
長
）
主
催
の

オ
リ
オ
ン
ピ
ッ
ク
が
、
学
生

や
地
元
企
業
な
ど
約
１
０
０

人
の
参
加
で
開
か
れ
た
。

　「
お
バ
カ
楽
し
い
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
始
ま
っ
た
こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
、
今
年
で
10
年
の
節

務
化
さ
れ
て
い
る
。
不
動
産

の
所
有
者
が
亡
く
な
っ
た
場

合
の
登
記
手
続
き
は
、
不
動

産
の
所
在
地
の
法
務
局
で
申

請
が
必
要
。
ま
た
、
不
動
産

所
有
者
の
住
所
・
名
前
の
変

更
登
記
が
令
和
８
年
４
月
１

日
か
ら
義
務
化
さ
れ
る
。

　
全
国
の
法
務
局
で
は
、
手

続
案
内
（
予
約
制
）
も
行
っ

て
い
る
。
詳
し
く
は
法
務
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

目
。
会
場
周
辺
は
沢
山
の
声

援
や
笑
い
声
に
包
ま
れ
た
。

　
か
つ
て
石
炭
の
運
搬
で
栄

え
た
北
九
州
・
折
尾
の
歴
史

に
ち
な
ん
だ
競
技
種
目
で
、

石
炭
運
び
レ
ー
ス
、
カ
ヌ
ー

レ
ー
ス
、
家
事
レ
ー
ス
、
立

て
缶
崩
し
レ
ー
ス
、
人
間

カ
ー
リ
ン
グ
の
５
種
目
。
参

加
し
た
20
チ
ー
ム
は
ユ
ニ
ー

●
北
九
州
道み

ち
も
り守
制
度

　
北
九
州
市
内
の
道
路
で
雑

草
が
繁
茂
し
て
歩
き
に
く
い

道
路
や
夜
間
の
帰
宅
中
に
暗

く
て
不
安
な
歩
道
の
対
策
が

求
め
ら
れ
て
い
る
中
、
市
で
は

道
路
の
防
草
、
防
犯
対
策
の一

環
と
し
て
、市
内
の
企
業
（
事

業
者
）
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
実

施
す
る
「
市
が
管
理
す
る
道

路
（
歩
道
）
の
除
草
等
の
美

化
活
動
」
や
「
暗
い
道
路
に

ク
な
競
技
で
優
勝
を
争
っ
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
石
炭
を
運

ぶ
時
に
使
わ
れ
た
五
平
太
船

に
ち
な
ん
だ
カ
ヌ
ー
レ
ー
ス

が
堀
川
で
行
わ
れ
、
各
チ
ー

ム
の
精
鋭
が
必
死
で
パ
ド
ル

を
漕
ぐ
姿
に
川
岸
か
ら
観
客

の
声
援
が
上
が
っ
て
い
た
。

　
優
勝
チ
ー
ム
に
は
、
地
域

通
貨
３
万
オ
リ
オ
ン
の
賞
金

が
贈
ら
れ
た
。
な
お
、
こ
の

イ
ベ
ン
ト
の
収
益
は
川
の
浄

化
費
用
に
充
て
ら
れ
る
。

お
け
る
照
明
灯
の
点
灯
や
設

置
」
に
対
し
、
市
が
支
援
す

る
制
度
を
検
討
し
て
い
る
。

　
北
九
州
市
に
本
社
ま
た
は

支
店
等
が
あ
り
、
市
内
で
事

業
活
動
を
行
う
企
業
、
及
び

複
数
の
企
業
で
構
成
さ
れ
た

団
体
が
対
象
と
な
る
。
認
定

要
件
と
し
て
、
活
動
回
数
が

年
３
回
以
上
で
活
動
継
続
が

５
年
以
上
あ
り
、
20
㎡
以
上

の
活
動
規
模
が
あ
る
こ
と
。

北
九
州
市
が
管
理
す
る
道
路

の
歩
道
が
対
象
で
、
歩
道
の

除
草
、
清
掃
が
必
須
、
植
樹

帯
へ
の
花
植
え
、
民
地
内
の

照
明
灯
の
夜
間
点
灯
へ
の
協

力
、
照
明
灯
の
設
置
、
管
理

　
10
月
11
日
、
笹
尾
川
水
辺

の
楽
校
や
遠
賀
川
魚
道
公
園

な
ど
遠
賀
川
周
辺
の
５
会
場

で
「
ナ
イ
ト
リ
バ
ー
２
０
２

５
i
n
な
か
ま
川
づ
き
あ

い
交
流
会
」
が
同
時
開
催
さ

れ
た
。
こ
の
催
し
は
「
な
か

ま
川
づ
き
あ
い
交
流
会
」
が

主
催
す
る
も
の
で
、
自
然
と

人
の
絆
を
感
じ
、
遠
賀
川
に

は
任
意
と
な
っ
て
い
る
。

　
市
の
支
援
と
し
て
、
企
業

名
や
ロ
ゴ
等
を
掲
載
し
た
サ

イ
ン
ボ
ー
ド
の
設
置
や
社
名

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、

刈
り
草
、
ゴ
ミ
の
回
収
、
一

人
一
花
割
引
の
適
用
が
あ
る
。

詳
細
は
道
路
計
画
課
計
画
係

☎
５
８
２
・
３
８
８
８
へ
。

●
お
で
か
け
交
通
の
運
転
者

募
集

　
お
で
か
け
交
通
は
、
バ
ス

路
線
廃
止
地
区
な
ど
の
公
共

交
通
空
白
地
域
で
住
民
の
生

活
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、

採
算
性
確
保
を
前
提
に
、
地

域
住
民
、
交
通
事
業
者
、
市

が
そ
れ
ぞ
れ
連
携
し
て
、ジ
ャ

親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
。
各

会
場
に
は
地
域
住
民
が
手
作

り
し
た
キ
ャ
ン
ド
ル
ア
ー
ト

な
ど
が
施
さ
れ
、
幻
想
的
な

光
景
が
演
出
さ
れ
た
。

　
会
場
の
一
つ
堀
川
（
折
尾

東
筑
橋
付
近
）
で
は
、
川
を

幾
重
に
も
渡
ら
せ
た
黄
色
い

ハ
ン
カ
チ
が
飾
ら
れ
、
電
飾

ン
ボ
タ
ク
シ
ー
等
を
運
行
す

る
も
の
。
市
が
自
治
会
な
ど

を
通
じ
て
地
域
か
ら
「
お
で

か
け
交
通
」
に
乗
務
す
る
運

転
手
を
募
集
す
る
。
詳
細
は

都
市
交
通
政
策
課

☎
５
８
２
・
２
５
１
８
へ
。

●
区
政
懇
談
会
の
議
題
、
一

部
取
り
下
げ

　
11
月
19
日
開
催
の
令
和
７

年
度
区
政
懇
談
会
に
提
出
さ

れ
た
議
題
の
中
で
、
大
膳
自

治
区
会
か
ら
出
さ
れ
た
議
題

が
取
り
下
げ
ら
れ
た
た
め
、

提
出
議
題
は
浅
川
台
小
松
・

浅
川
日
の
峯
自
治
区
会
連
名

と
御
開
自
治
区
会
の
２
件
と

な
っ
た
。

と
相
ま
っ
て
通
る
人
の
目
を

楽
し
ま
せ
た
。
こ
れ
は
、
高

倉
健
さ
ん
の
代
表
作
「
幸
福

の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
」
に
ち

な
ん
で
、
堀
川
再
生
の
会
・

五
平
太
（
中
村
恭
子
会
長
）

が
設
置
し
た
も
の
で
、
健
さ

ん
が
通
学
し
た
こ
の
川
に
健

さ
ん
の
命
日
（
２
０
１
４
年

死
去
）
近
く
に
な
る
と
毎
年

飾
ら
れ
て
い
る
。
同
会
に
よ

る
と
11
月
13
日
ま
で
設
置
さ

れ
る
と
い
う
。

折尾地区自治区会
連合会定例会

区
政
懇
談
会
（
11
／
19
）

　地
域
の
２
議
題
を
協
議

「健さん」を偲んで
堀川に黄色いハンカチ

折尾のシンボル「堀川」をアピール②

「おバカ楽しい」をモットーに！
オリオンピック 2025開催

折尾のシンボル「堀川」をアピール①

堀川を幾重にも横断する黄色いハンカチの列

川岸から声援を受けカヌーを走らせる選手たち

ナイトリバーの今年のテーマ「みらい」

石炭運びレースで汗を流す池永紳也
八幡西区長（左）と春木聡実行委員長（右）
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10
月
18
日
、
19
日
の
２
日

間
、
赤
坂
市
民
セ
ン
タ
ー

（
坂
田
佳
子
館
長
）
で
赤
坂

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
が
あ
っ
た
。

　
館
内
で
は
、
絵
画
や
和
裁
、

書
道
、
仮
名
、
手
芸
、
写
真

　
10
月
26
日
、
旗
頭
神
社
で

陣
原
秋
ま
つ
り
（
秋
吉
泰
志

実
行
委
員
長
）
が
あ
り
、
親

子
連
れ
な
ど
多
く
の
人
出
で

賑
わ
っ
た
。

　
境
内
に
は
新
鮮
野
菜
の
即

な
ど
セ
ン
タ
ー
ク
ラ
ブ
や
地

域
有
志
、
子
ど
も
た
ち
の
作

品
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
来
場

者
が
熱
心
に
見
学
し
て
い
た
。

　
ま
た
、
１
階
ホ
ー
ル
や
駐

車
場
で
は
飲
み
物
や
饅
頭
、

プ
チ
マ
ル
シ
ェ
が
あ

り
、
野
菜
や
雑
貨
の

ほ
か
、
陶
芸
、
つ
ま

み
細
工
な
ど
セ
ン

タ
ー
ク
ラ
ブ
の
ブ
ー

ス
も
設
け
ら
れ
、
掘

り
出
し
物
を
買
い
求

め
る
来
場
者
で
賑

わ
っ
た
。
和
室
の
こ

ど
も
ゲ
ー
ム
コ
ー

ナ
ー
で
は
子
ど
も
た

ち
が
ゲ
ー
ム
を
楽
し

ん
だ
。

　
10
月
４
日
、
５
日
の
２
日

間
、
折
尾
東
市
民
セ
ン
タ
ー

（
寺
本
裕
美
館
長
）
で
「
折

尾
東
地
域
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
ま
つ
り
」
が
あ
っ
た
。

　
初
日
は
多
目
的
ホ
ー
ル
で

　
２
日
目
の
芸
能
発
表
会
で

は
、
大
正
琴
や
三
線
の
演
奏
、

民
謡
、
カ
ラ
オ
ケ
、
気
功
、

日
舞
な
ど
セ
ン
タ
ー
ク
ラ
ブ

の
皆
さ
ん
が
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
発
表
。
会
場
か
ら
大

き
な
拍
手
が
起
こ
っ
て
い
た
。

　
ま
た
両
日
と
も
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ル
ー
ム
や
会
議
室
で
、

ク
ラ
ブ
生
の
作
品
が
展
示
さ

れ
、
多
く
の
来
場
者
が
見
学

に
訪
れ
て
い
た
。

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
、
お
で
ん
な
ど
の
食
品

バ
ザ
ー
や
お
宝
市
が
あ
り
、

買
い
求
め
る
人
で
賑
わ
っ
た
。

　
２
日
目
の
芸
能
発
表
で
は
、

カ
ラ
オ
ケ
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

日
舞
、
太
極
拳
、

コ
ー
ラ
ス
、
ハ
ー
モ

ニ
カ
演
奏
な
ど
セ
ン

タ
ー
ク
ラ
ブ
や
地
域

の
人
た
ち
が
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
披
露
。

会
場
か
ら
大
き
な
拍

手
が
起
こ
っ
て
い
た
。

　
２
日
間
を
通
し
て

市
民
セ
ン
タ
ー
は
地

域
の
交
流
と
ふ
れ
あ

い
の
場
と
な
っ
た
。

　
10
月
11
日
、
松
寿

山
グ
ラ
ウ
ン
ド
公
園

で
松
寿
山
ま
つ
り
が

あ
り
、
会
場
に
は
町

内
会
や
青
年
会
、
語

る
会
、
子
ど
も
会
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
、
卓
球
を
楽

し
む
会
、
則
松
フ
ァ

イ
ヤ
ー
ズ
な
ど
の
テ

ン
ト
の
ほ
か
キ
ッ
チ

売
や
健
康
相
談
、
お

で
ん
や
う
ど
ん
、
飲

み
物
な
ど
の
テ
ン
ト

が
並
び
、
子
ど
も

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら

れ
た
。
今
年
は
参
道

横
に
特
設
ス
テ
ー
ジ

や
観
覧
席
・
休
憩

コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら

れ
、
芸
能
イ
ベ
ン
ト

を
見
学
す
る
人
や
食

事
を
楽
し
む
人
で
賑

わ
っ
た
。

　
神
事
の
後
、
バ
ナ
ナ
の
た

た
き
売
り
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
皮
切
り
に
祭
り
が
始
ま

り
、
午
後
か
ら
の
演
芸
で
は
、

保
育
園
児
の
遊
戯
歌
、
日
舞
、

カ
ラ
オ
ケ
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

南
京
玉
す
だ
れ
、
ベ
リ
ー
ダ

ン
ス
、
バ
ン
ド
演
奏
、
太
鼓

演
舞
な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
て
い
た
。
最
後
は
餅
ま

き
で
閉
幕
し
た
。

松寿山自治区会

大勢の人出で
賑わう

折尾東市民センター

練習の成果を
披露

折尾東地域
ふれあいセンターまつり

　
　芸

能イベントに
　拍手喝采！

赤坂市民センター

つなごう
手と手・心と心

赤坂ふれあいまつり
旗頭神社（陣原）
陣原秋まつり

　
　芸

能イベントに
　拍手喝采！

各
地
で
敬
老
会

9/15
折
尾
赤
坂
自
治
区
会
（
井
上
義
弘
会
長
）

会
場
＝
赤
坂
市
民
セ
ン
タ
ー

9/15
浅
川
本
村
自
治
区
会（
村
田
隆
弘
会
長
）

会
場
＝
浅
川
市
民
セ
ン
タ
ー

　会場に集まった大勢の参加者。午前
は星和町内会、午後は貴船台町内会の
２部制で行われた。

　前区会長三好元昭さんの音頭で乾杯
した後、琴と尺八の演奏を楽しんだ。

9/15
本
城
東
自
治
区
会
（
梅
下
勝
巳
会
長
）

会
場
＝
本
城
市
民
セ
ン
タ
ー

9/20
折
尾
南
自
治
区
会
（
渡
辺
保
会
長
）

会
場
＝
折
尾
西
市
民
セ
ン
タ
ー

　子どもたちから祝福の挨拶を受ける
参加者。

　余興の日舞を楽しんだ後、皆で乾杯。
皆で会食を囲み談笑する参加者。

9/20
則
松
西
自
治
区
会
（
和
田
貞
子
会
長
）

会
場
＝
則
松
市
民
セ
ン
タ
ー

9/21
光
貞
台
自
治
区
会
（
前
田
孝
夫
会
長
）

会
場
＝
亀
の
井
ホ
テ
ル 

玄
界
灘

　余興で粗忽家勘楽さんの落語を楽し
む参加者。

　余興のドジョウ掬いを見ながら食事
を楽しむ参加者。

敬
老
の
日
に
因
ん
で
各
地
で
敬
老
を
祝
う
行
事
が

行
わ
れ
、
余
興
や
会
食
で
高
齢
者
を
も
て
な
し
た
。

展示を見学する来場者

作品を見学する親子連れ

準備万端で開会を待つ
スタッフの皆さん

ステージショーを楽しむ来場者

気功クラブの演技に合わせポーズをとる参加者

フラダンスを楽しむ来場者

ステージの演芸や食事を楽しむ観客

〒807‐0821
北九州市八幡西区陣原一丁目2番11号
TEL　093-616-0753
FAX　093-616-0754
https://www.showa-felicia.com
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９
月
23
日
、
妙
法
寺
（
安

武
宣
哉
住
職
・
則
松
）
で
お

彼
岸
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
が
あ

り
、
雨
天
に
も
か
か
わ
ら
ず

　
10
月
18
日
、
日
峯
神
社
で

秋
の
収
穫
と
無
病
息
災
に
感

謝
す
る
秋
の
大
祭（
宮く

ん

ち
日
祭
）

が
開
か
れ
、
大
勢
の
参
拝
客

が
訪
れ
た
。

　
祭
典
に
先
駆
け
て
日
峯
祭

神
会
が
神
輿
を
担
ぎ
町
内
を

練
り
歩
い
た
後
、
境
内
で

「
日
峯
祭
神
く
ぐ
り
」
が
行

わ
れ
、
参
拝
者
は
神
輿
を
く

ぐ
り
無
病
息
災
を
祈
っ
た
。

　
今
年
は
特
設
舞
台
や
マ
ル

多
く
の
参
拝
者
が
訪
れ
た
。

　
境
内
に
は
子
ど
も
縁
日
が

シ
ェ
会
場
が
本
殿
横
の
駐
車

場
に
設
け
ら
れ
、
会
場
は
大

勢
の
人
出
で
賑
わ
っ
た
。

　
祭
典
終
了
後
、
舞
台
で
は

「
ひ
び
き
の
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー

ン
カ
ー
も
出
店
。
飲
み
物
や

唐
揚
げ
、
助
六
寿
司
、
光
る

お
も
ち
ゃ
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、

焼
き
そ
ば
、
天
ぷ
ら
な
ど
を

買
い
求
め
る
長
蛇
の
列
が
で

き
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
キ
ッ
ズ

ダ
ン
ス
、
日
舞
、
バ
ン
ド
演

飲
み
物
な
ど
の
出
店
の
ほ
か

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も
軒
を
連
ね
、

家
族
連
れ
な
ど
で
賑
わ
っ
た
。

　
初
め
て
浦
安
舞
に
挑
戦
し

た
児
屋
野
天
音
さ
ん
（
浅
川

設
け
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
が

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
や

輪
投
げ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
、
く
じ
引
き
な
ど
を
楽
し

ん
だ
。
ま
た
、
お
釈
迦
様
の

「
誕
生
仏
」
に
甘
茶
を
か
け
、

ラ
ス
」
の
子
ど
も
た

ち
が
爽
や
か
な
歌
声

を
披
露
。
続
い
て
、

地
元
子
ど
も
た
ち
が

扇
や
鈴
を
持
っ
て
舞

う
浦
安
舞
が
奉
納
さ

れ
、
会
場
か
ら
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　
駐
車
場
に
は
、ス
ー

パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
、

射
的
な
ど
の
子
ど
も

コ
ー
ナ
ー
や
カ
レ
ー
、

焼
き
そ
ば
、
唐
揚
げ
、

　
10
月
11
日
、
松
寿

山
グ
ラ
ウ
ン
ド
公
園

で
松
寿
山
ま
つ
り
が

あ
り
、
会
場
に
は
町

内
会
や
青
年
会
、
語

る
会
、
子
ど
も
会
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
、
卓
球
を
楽

し
む
会
、
則
松
フ
ァ

イ
ヤ
ー
ズ
な
ど
の
テ

ン
ト
の
ほ
か
キ
ッ
チ

甘
茶
を
頂
け
る
花
ま

つ
り
や
鐘
つ
き
も

あ
っ
た
。

　
本
堂
で
は
、
仏
壇

の
展
示
・
販
売
、
お

墓
相
談
コ
ー
ナ
ー
の

ほ
か
、
お
こ
わ
や
お

は
ぎ
、
フ
ル
ー
ツ
サ

ン
ド
、
プ
リ
ン
、

シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
な

ど
の
ス
イ
ー
ツ
や

『
道
の
駅
あ
さ
く
ら
』

か
ら
ナ
シ
や
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
な
ど
の
特
産
品
の
販

売
も
あ
り
、
家
族
連
れ
の
参

拝
客
が
お
参
り
の
後
に
立
ち

寄
っ
て
い
た
。
境
内
に
は
彼

岸
花
が
咲
き
季
節
感
を
醸
し

出
し
て
い
た
。

小
６
年
）
は
「
練
習
は
緊
張

し
た
け
ど
本
番
は
楽
し
く
舞

え
ま
し
た
。
舞
台
に
上
が
っ

て
の
餅
ま
き
は
楽
し
か
っ
た

で
す
。
ど
ち
ら
も
上
手
く
で

き
て
よ
か
っ
た
」
と
話
し
て

い
た
。

奏
、
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

が
あ
り
、
家
族
連
れ
や
若
者

な
ど
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の

人
出
で
賑
わ
っ
た
。

売
や
健
康
相
談
、
お

で
ん
や
う
ど
ん
、
飲

み
物
な
ど
の
テ
ン
ト

が
並
び
、
子
ど
も

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら

れ
た
。
今
年
は
参
道

横
に
特
設
ス
テ
ー
ジ

や
観
覧
席
・
休
憩

コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら

れ
、
芸
能
イ
ベ
ン
ト

を
見
学
す
る
人
や
食

事
を
楽
し
む
人
で
賑

わ
っ
た
。

　
神
事
の
後
、
バ
ナ
ナ
の
た

た
き
売
り
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
皮
切
り
に
祭
り
が
始
ま

り
、
午
後
か
ら
の
演
芸
で
は
、

保
育
園
児
の
遊
戯
歌
、
日
舞
、

カ
ラ
オ
ケ
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

南
京
玉
す
だ
れ
、
ベ
リ
ー
ダ

ン
ス
、
バ
ン
ド
演
奏
、
太
鼓

演
舞
な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
て
い
た
。
最
後
は
餅
ま

き
で
閉
幕
し
た
。

　
　芸

能イベントに

妙法寺（則松）

お彼岸
ふるさとまつり

　
　芸

能イベントに

日峯神社

神輿くぐりで
無病息災
浦安舞や
子どもコーラスも

宮日祭
松寿山自治区会

大勢の人出で
賑わう

出店に列をつくる来場者

参拝客で賑わう縁日会場

ゲームを楽しむ親子連れ

ステージショーを楽しむ来場者

ステージの演芸や食事を楽しむ観客

子どもたちの浦安舞を見守る観客

本堂で手を合わせる参拝客とバザー会場

投
稿
は
葉
書
で
偶
数
月
の
15
日
か
ら
20
日
の
間
に
お
願
い
し
ま
す
。

電
話
番
号
を
忘
れ
ず
に
。
読
み
に
く
い
字
に
は
ふ
り
が
な
を
。

季
節
に
即
し
た
題
材
で
投
稿
願
い
ま
す
。

七
五
三
晴は

れ
着ぎ

も
嬉う

れ

し
裾す

そ

あ
げ
て

百
崎
　
良
雄
（
浅
川
学
園
台
）

秋
蒔ま

き

を
惑ま

ど

う
気
候
も
強
く
行
く

長
田
　
光
子
（
光
貞
台
）

ゴ
ア
の
子
へ
届
け
遠
賀
の
蒸ふ

か
し
芋い

も

大
我
　
俊
輔
（
折
　
尾
）

爽
籟
の
夢
し
ま
輪
屋
根
い
つ
く
し
き

赤
沼
　
包
雄
（
光
貞
台
）

締
め
に
舞
ふ
炭
坑
節
や
敬
老
日

中
村
　
　
勇
（
日
吉
台
）

　
　
お
迎
え
無
用
タ
ク
シ
ー
を
呼
ぶ

タ
ー
タ
ン
チ
ェ
ッ
ク
の
鍋
つ
か
み
使
う
た
び

小
野
ミ
チ
子
（
三
ツ
頭
）

　
　
貴あ

な
た女
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
る

炭や
ま鉱
消
え
て
お
社や

し
ろ

も
な
き
多た

が
や
ま

賀
山
に

大
藤
　
哲
生
（
浅
川
学
園
台
）

　
　
青
空
仰あ

お

ぐ
十
字
架
の
塔

プ
ロ
野
球
終
わ
っ
て
我
が
家や

の
楽
し
み
は

篠
﨑
　
恵
子
（
浅
川
台
）

　
　
箱
根
駅
伝
新は

る春
よ
は
よ
こ
い

幸
夫
さ
ん
「
い
つ
で
も
夢
を
」
あ
り
が
と
う

松
岡
東
洋
一
（
浅
川
日
の
峯
）

青
虫
の
英
語
の
絵
本
八
十
路
に
て

原
田
　
和
代
（
美
吉
野
町
）

通
り
雨
つ
か
の
ま
君
へ
雨
や
ど
り

時
津
み
つ
こ
（
藤
　
原
）

甘
露
と
は
い
か
ぬ
政
治
の
勘
定
書

中
西
　
照
夫
（
日
吉
台
）

年
金
日
秋
刀
魚
並
べ
て
秋
を
知
る

堤
野
　
久
男
（
三
ツ
頭
）

ス
ー
パ
ー
の
高
嶺
の
花
の
秋
味
覚

松
石
　
康
男
（
浅
川
日
の
峯
）

渋
柿
が
食
べ
て
食
べ
て
と
熟
れ
て
い
る

濵
田
　
孝
弘
（
浅
川
日
の
峯
）

続
け
て
い
れ
ば
老
い
て
じ
ん
わ
り
見
え
て
く
る

野
路
　
　
広
（
浅
川
日
の
峯
）

アールリハビリクリニック

院長 白石純一郎　則松 6丁目15-38　093-692-6666

肩や腰の痛みでお困りの方、
スポーツによる怪我でお困りの方、
パーキンソン病や

脳卒中でお困りの方、
お気軽にご来院ください。
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　「私
の
方
が
知
っ
て
い
る
」
と
思
う
と
、
上
か
ら
目
線

の
批
判
を
し
て
し
ま
う
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

他
人
の
あ
ら
探
し
を
せ
ず
、
自
分
の
内
面
に
意
識
を
向

け
て
静
か
に
行
動
し
、
心
を
整
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

高
峯
山
妙
法
寺
（
則
松
）

　第
18
世
住
職
　安
武
宣
哉

『「
未
熟
な
人
」
は
人
を
批
判
し
、

「
成
熟
し
た
人
」
は
静
か
に
振
る
舞
う
』



　
慶
長
五
年（
一
六
〇
〇

年
）、
黒
田
長
政
、
関
ヶ
原

合
戦
の
功
に
よ
り
五
十
二
万

石
、
筑
前
藩
主
と
し
て
豊
前

中
津
か
ら
入
封
。
藩
の
長
老

井
上
周
防
之
房（
号
、
道
柏
）

は
、
一
万
六
千
石
の
知
行
を

も
ら
い
、
一
六
〇
四
年
黒
崎

折
尾
隧
道
　
旧
１
９
９
号
線

に
あ
っ
た
ト
ン
ネ
ル
で
、
種

田
山
頭
火
に
よ
り
「
風
の
ト

ン
ネ
ル
」
と
し
て
紹
介
。
大

正
13
年
に
作
ら
れ
、
昭
和
33

城
を
築
い
て
、
筑
前
藩
の
支

城
と
し
て
の
守
り
に
つ
く
。

　
疋
田
小
三
次
は
、
こ
の
井

上
家
一
族
の
家
臣
と
し
て
二

百
石
の
知
行
を
受
け
、
折
尾

に
居
住
し
た
。
黒
田
家
で
は

長
政
が
死
去
し
、
そ
の
長
子

忠
之
の
時
代
、
寛
永
九
年

年
に
大
規
模
改
修
工
事
が
行

わ
れ
た
。
平
成
23
年
、
折
尾

地
区
総
合
整
備
事
業
の
一
環

で
撤
去
さ
れ
た
。

西
折
尾
架
道
橋
　
鹿
児
島
本

線
の
開
業
時
（
明
治
24
年
）

に
建
造
さ
れ
た
赤
煉
瓦
造
り

の
架
道
橋
。
こ
の
架
道
橋
も

総
合
整
備
事
業
に
よ
り
撤
去

さ
れ
た
。

（
一
六
三
二
年
）「
黒
田
騒

動
」
の
時
で
あ
る
。

　
今
と
な
っ
て
は
知
る
す
べ

も
な
い
が
、
忠
之
は
凡
庸

だ
っ
た
ら
し
く
、
苦
労
知
ら

ず
で
、「
俺
の
五
十
二
万
石
」

と
浪
費
に
明
け
暮
れ
、
老
臣

た
ち
を
遠
ざ
け
、
迎
合
共
を

重
用
す
る「
乱
行
」が
多
か
っ

た
。
こ
の
ま
ま
で
は
黒
田
藩

は
取
り
つ
ぶ
さ
れ
る
と
考
え

た
家
老
栗
山
大
膳
（
堀
川
開

作
の
当
初
の
主
宰
者
で
、
そ

の
功
を
称
え
て
今
日
大
膳
堀
、

大
膳
町
な
ど
の
地
名
が
残
さ

れ
て
い
る
）
は
、
諫
め
て
も

聞
か
れ
ず
、
一
策
を
も
っ
て

幕
府
に
訴
え
て
黒
田
家
の
安

泰
を
図
っ
た
事
件
―
そ
れ
が

黒
田
騒
動
で
あ
る
。
な
お
大

膳
は
南
部
藩
お
預
け
と
な
っ

た
が
、
南
部
藩
で
は
終
生
待

遇
を
厚
く
し
た
と
い
う
。
事

件
は
落
着
し
た
が
、
治
ま
ら

な
い
の
は
忠
之
で
、
大
膳
の

一
族
、
そ
の
系
類
に
圧
迫
を

加
え
出
し
た
。
た
ま
た
ま
大

膳
の
長
女
と
縁
組
み
し
て
い

た
井
上
家
も
そ
の
対
象
と
な

り
、
井
上
一
族
は
次
第
に
窮

地
に
追
い
込
ま
れ
て
行
く
。

　
小
姓
の
中
に
井
上
の一族
忠

三
郎
俊
清
と
い
う
者
が
い
て
、

こ
れ
も
兄
た
ち
が
脱
藩
し
た

あ
と
に
従
お
う
と
し
た
が
、

何
分
忠
之
の
命
で
監
視
が
厳

し
く
、
思
う
に
ま
か
せ
な
い
。

忠
之
に
は
加
虐
的
性
僻
も

あ
っ
た
ら
し
く
、
俊
清
を
い
じ

め
て
楽
し
む
風
が
あ
っ
た
。

　
俊
清
は
密
か
に
脱
藩
の
機

会
を
ね
ら
っ
て
い
た
。
井
上

の
家
臣
、特
に
疋
田
小
三
次

は
、
こ
の
脱
藩
計
画
の
援
護

に
立
つ
首
謀
者
と
な
っ
た
。

彼
は
小
太
刀
の
名
人
で
あ
り
、

少
々
の
追
手
が
か
か
っ
て
も
、

そ
れ
ら
を
防
ぐ
だ
け
の
自
信

が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
当
然

の
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
は
藩

主
へ
の
謀
叛
で
あ
り
、
一
家

皆
殺
し
に
さ
れ
る
こ
と
を
覚

悟
し
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ

と
で
あ
る
。

　
そ
れ
を
承
知
で
、
主
人
筋

へ
忠
義
を
立
て
る
武
士
道
と

共
に
、
藩
主
忠
之
へ
の
人
間

的
憎
悪
が
あ
っ
た
こ
と
は
否

め
な
い
。

　
い
や
が
る
妻
を
説
得
し
て
、

こ
れ
に
娘
だ
け
を
伴
わ
せ
て

離
縁
。
男
の
子
供
た
ち
三
人

（
十
歳
位
を
頭
と
し
た
者
た

ち
）
を
、
当
時
の
社
会
習
慣

か
ら
見
て
宗
門
に
ま
で
は
取

り
調
べ
は
及
ぶ
ま
い
と
一
つ

の
願
望
を
か
け
、
阿
弥
陀
寺

（
折
尾
堀
川
町
）
に
預
け
た
。

　
井
上
俊
清
脱
藩
。
忠
之
の

直
々
の
命
で
鉄
砲
組
ま
で
入

れ
た
約
一
〇
〇
名
が
あ
と
を

追
っ
た
。
当
時
と
し
て
は
、

藩
内
か
ら
出
れ
ば
追
手
は
先

方
の
藩
の
許
可
が
な
い
と
踏

み
込
む
こ
と
は
で
き
な
い
。

と
に
か
く
豊
前
藩
に
逃
げ
込

む
こ
と
が
何
よ
り
安
全
で
、

近
道
で
も
あ
っ
た
。

　
疋
田
小
三
次
を
主
謀
と
す

る
俊
清
の
援
護
者
は
、
当
時

何
名
か
い
た
ら
し
い
が
次
々

に
脱
落
し
、
最
後
は
小
三
次

一
人
の
状
態
と
な
っ
た
。

　
香
月
、
池
田
、
奥
畑
（
八

幡
西
区
内
畑
貯
水
池
方
面
）

か
ら
山
道
の
間
道
を
経
て
田

代
に
出
る
こ
の
道
筋
を
、
一

夜
道
を
駆
け
て
、
逃
げ
る
方

も
追
う
方
も
ひ
た
す
ら
に
駆

け
通
し
た
。
豊
前
領
ま
で
あ

と
一
息
の
と
こ
ろ
で
、
小
三

次
た
ち
は
追
手
に
追
い
つ
か

れ
た
。
小
三
次
は
追
手
の
前

に
ふ
さ
が
っ
て
、
名
残
を
惜

し
む
俊
清
を
せ
き
立
て
て
先

を
急
が
せ
た
。
狭
い
崖
下
の

間
道
は
小
三
次
に
幸
い
し
た
。

斬
り
か
か
る
一
人
一
人
を
倒

す
の
に
は
都
合
が
よ
か
っ
た
。

今
こ
そ
一
生
一
代
の
働
き
と

覚
悟
し
て
い
る
小
三
次
の
小

太
刀
は
、
か
ね
て
の
達
人
の

域
以
上
に
冴
え
て
い
た
。
よ

く
防
ぎ
多
く
を
倒
し
、
俊
清

の
無
事
脱
出
を
見
届
け
て
従

容
と
し
て
縛
に
つ
い
た
。

　
黒
崎
代
官
所
（
藤
田
町
通

り
）
に
お
い
て
、
俊
清
の
脱

出
後
の
行
方
な
ど
問
い
た
だ

さ
れ
て
も
、
小
三
次
の
口
は

一
切
開
か
な
か
っ
た
。
忠
之

の
命
で
拷
問
は
熾
烈
を
極
め

た
。
そ
の
う
ち
に
、
阿
弥
陀

寺
に
い
た
子
供
た
ち
も
つ
い

に
捕
え
ら
れ
、
小
三
次
の
前

に
引
き
出
さ
れ
て
痛
め
つ
け

ら
れ
た
。
さ
す
が
の
小
三
次

も
鬼
で
は
な
い
。
胸
裂
け
る

思
い
で
た
だ
子
供
た
ち
に

「
許
せ
、
許
せ
」
と
、
初
め

て
口
を
開
い
た
。

　
代
官
所
の
役
人
の
中
に
は
、

小
三
次
の
義
侠
に
感
じ
て

「
子
供
の
命
ま
で
も
」
と
歎

願
す
る
者
も
い
た
が
、
忠
之

は
こ
れ
を
許
さ
ず
、
父
子
四

人
と
も
斬
首
し
た
。

　
正
願
寺
の
墓
石
に
は
、
承

応
二
年
壬
辰
五
月
二
十
三
日

と
没
年
が
刻
ん
で
あ
る
。
壬

辰
が
事
実
な
ら
承
応
一
年
と

な
る
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
三

二
七
〜
八
年
昔
の
こ
と
で
あ

る
。（
参
考
書
―
堺
忠
二
郎

氏
の
「
疋
田
小
三
次
」）

後
記

　
こ
こ
に
も
怪
談
ば
な
し
、

因
縁
ば
な
し
が
登
場
す
る
。

　
処
刑
さ
れ
た
後
、
明
け
方

の
折
尾
の
空
を
白
装
束
の
父

子
四
人
が
、
白
馬
に
ま
た

が
っ
て
駆
け
回
る
姿
を
見
た

と
い
う
人
が
多
く
な
っ
た
。

　
残
酷
な
処
刑
を
密
か
に
語

り
合
う
折
尾
の
人
た
ち
に
は
、

小
三
次
父
子
の
忠
之
へ
の
怨

念
の
姿
と
し
て
、
そ
れ
は
信

じ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
こ
の
事
件
後
ま
も

な
く
の
承
応
三
年
三
月
二
日
、

忠
之
は
忽
然
と
し
て
死
去
し

て
お
り
、
そ
の
子
光
之
が
後

を
継
い
だ
が
、
こ
の
光
之
は

ど
う
し
て
も
世
子
が
生
ま
れ

ず
、
黒
田
本
家
の
正
統
は
絶

え
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

も
、
小
三
次
父
子
の
祟
り
だ

と
、
ま
こ
と
し
や
か
に
語
る

者
も
い
た
と
い
う
。

　
本
取
材
行
の
途
中
、
八
幡

西
区
森
下
に
住
む
疋
田
保
さ

ん
か
ら
次
の
話
も
聞
い
た
。

「
疋
田
小
三
次
の
子
供
三
人

も
処
刑
さ
れ
た
よ
う
に
な
っ

て
い
る
が
、
疋
田
家
用
人
原

田
仁
五
郎
と
い
う
人
の
子
供

た
ち
が
身
替
わ
り
に
な
っ
て

助
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一

人
が
成
長
し
て
疋
田
四
郎
衛

門
と
い
い
、
小
三
次
の
罪
が

許
さ
れ
た
あ
と
家
督
を
継
い

で
お
り
、
こ
れ
か
ら
四
代
目

の
伊
蔵
と
い
う
人
の
時
代
、

現
在
の
天
神
の
祠
堂
一
帯
は
、

伊
蔵
畑
と
い
っ
て
い
た
―
」

　
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
い

ず
れ
稿
を
改
め
て
紹
介
す
る

時
が
く
る
だ
ろ
う
。

　本
紙
で
過
去
に
掲
載
し
た
郷
土
史
や
歴
史
随
筆
を

紹
介
。
本
文
中
の
経
過
年
数
や
地
域
情
報
、
取
材
し

た
人
物
等
は
発
刊
当
時
の
こ
と
と
し
て
ご
了
承
い
た

だ
き
た
い
。

郷
土
の
歴
史
考
⑧

「
義
人 

疋
田 

小
三
次
」

（
昭
和
55
年
8
月
・
第
49
号
）

鹿児島本線（日吉台付近）の下をくぐる
西折尾架道橋

旧 199 号線にあった折尾隧道

写真帳から見る時代の変遷
～樋口家アルバムから～

《トンネル》

「疋田小三次父子の墓（東筑、正願寺裏）」
大正末年に疋田鉄造さん（故人）が建
て替えたが、妻しのさん（83 歳、北
鷹見喫茶店カド）や正願寺でも、遺骨
の有無は確認していないという。
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